
地域の中間支援組織としての役割を担う



事例紹介

甲奴町はアスパラガスの産地です。時期には

毎日たくさんのアスパラガスを収穫します。

その収穫したアスパラガスの約１割が市場に

出荷できない規格外品です。生産者の収入増

加と新たな商品開発を行うため、規格外品を

生産者から買取り、瀬戸鉄工の「瞬間高温高

圧焼成法（特許製法）」を用い年中使用でき

るパウダーにして利用することにしました。

更に、アスパラガスの擬葉に素晴らしいポリ

フェノールがあることに着目。一昨年より三

次市の産学官連携事業として広島県立大学と

連携して事業を進めています。

起業へ向けて、事業の種まき

BENTEN



アイデアを大切
にして事業計画
を立て、起業し、
人材を育成して、
事業を承継する。

事例紹介 地域の会社へ、そして定住

思いをカタチに

平成２０年３月 株式会社リピカを設立



事例紹介 地域の強みを生かし起業

事業の仕組みは、広島県が創設した“安心！広島ブランド”認定制度に認定さ
れたお米づくりにこだわる契約農家から、小川商店が通常よりも高い価格で米を
購入。その米に個装パッケージデザインなどの付加価値を付け、企業に販売す
るというもの。企業は、米をノベルティとして自社の顧客に提供したり、農業を守
る社会貢献活動を自社HPなどでPRすることができます。
創業のきっかけは、農業の衰退。三次市甲奴町は標高300mを越える盆地に

あり、寒暖の差が激しく水質も良好。おいしいお米ができる条件を満たした地域
です。古くから稲作で栄え、過去には稲作反収単位日本一に輝いたこともありま
す。しかし近年では、農業従事者の高齢化、後継者不足、耕作放棄地の増加な
どが地域に深刻な影響を与えています。

「これを少しでも解決するためには、農業従事者の収入アップと安定化を図る
ことが活性化のキーポイントになると考えました」と小川さん。これを実現する手
段として、中山間地域の農家と企業を直接結びつける事業を立ち上げることに
なったのです。

この事業のメリットは他にもあります。米を袋詰めにする作業などは、限られた
時間でしか働くことができない地域の主婦などに依頼。農家を活性化するととも
に、雇用を創出し地域全体の活性化にもつなげていきたい考えです。現在、小
川商店と契約を結んでいる企業は5社。あるIT企業では、自社の農業を支える取
り組みをPRした米袋をオーダーし、お歳暮として取引先に贈っています。お客様
に喜ばれる販促ツールとしての活用ができ、その可能性は無限大です。

「過疎化が進む地域で新たな産業を作るのは簡単なことではありません。しか
し、お金をかけず、やり方を刷新することで地域にもともとあるものに価値をつけ
ることはできる。赤字から収益の上がる農業にすることが、地域の活性化につな
がると確信しています」と小川さんは話します。
小川さんはこの事業を始めるにあたって、3年前から農地を借り上げ自らも農
業を実践してきました。 【アクティブニュースより抜粋】

平成25年度補正予算地域需要創造型等起業・創業促進事業の補助事業として採択されました。



ご清聴誠にありがとうございました。


